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古 田 榮 作

拙稿G.F.ヴ ァーベ ック論(2)で 、ヴ ァーベ ックの斡 旋 によって来 し、官立学校諸学校 で

の教職 の地位 に就 い た 「お雇 い外国 人」 が少 なか らずいた こ とを論究 した。熊本洋学校

に招聰 されたCapt.L,L.Janesは その代表的 な人物 の一 人であった。

Capt.L.L.Janesの 熊本洋学校への招聰 は、次 の ような経緯 が あった と言 われて い る。

熊本洋学校 の侶方の任 を、明治三年五 月の藩政改革 に伴 う、すで に設立 されていた洋学

校 の暫 畳置 との藩鷹の決定 によ り、解任 された岡田囁蔵 ・野 々口爲志両名 が藩知事 細川
の

護久の 「欧米の長所を採 り、文化 を進めむ」意を受 けて 「洋学の方は是に反し、藩の力
　 　

を以て奨励せねば、到底熊本にては修業することは不可能である」 と、時の少参事 山田
ヨラ

武甫に 「(新しい)洋 学校設置 と西洋人教師の雇聰」を勧めていた。藩庁での評議では新

しい洋学校設置については異議が出されなかったが、西洋人雇聰については 「援夷家が

全 く撲滅せぬ庭に、洋人を雇ひ熊本に居住せ しめたらば、如何なる珍事 を惹起せむ も計
の

られす」 との消極論 も根強 く、決定には至 らなかった。ヴァーベ ックが米国留学の斡旋

をし、慶応二年から米国に留学 していた横井小楠の甥横井左平太 ・太平の兄弟のひとり

の太平は彼地で病に罹 り、帰国 して長崎に滞在 していたが、熊本での評議の趣を伝聞 し、

憤慨 して帰熊し、権大参事米田虎雄に面謁 して、新 しい洋学校の急務 なることを勧説 し、

「熊本にて擁夷家の跡を絶つを待つは、猶ほ百年河清を待つが如 し、亜米利加の如 き開明

國にすら、尚ほ排外思想家は多き位にて、其 を顧慮するには及ばぬ。洋人を雇聰せ ざれ
らラ

ば、完全なる教育を施すことは出來ぬ」 と説いて西洋人雇聰が決定 し、洋学校再開が確

定 した。更に太平は雇聰する西洋人教師につ いて 「今東京 などに渡來せ る西洋人を雇

は"、 給料は安 く便利のや うだが、人物の点は疑はしいから、其内より學校教師を選出

するには困難である。且つ現今熊本にては、公式の改革に從事中だか ら、米国の非役士

官を雇入れ、學校教育の傍、兵式改革の顧問役 たらしめたならば、一學雨得である。凡

そ西洋の士官は、風紀嚴正なる上、多少學問して居らぬ者はないか ら、給料は少しく高
　　

くなる とも、之 を雇聰す るの が適 当であ らう」勧告 し、藩議 もこれ に従 った。 藩の意 を

受 けて太平 は東京 に赴 き、ヴ ァーベ ックにその斡 旋 を依頼 したのであ る。
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ヴ ァーベ ックの外 国 人教 師招聰 斡旋 はニ ュー ヨー クの ア メ リカン ・ボー ドを介 して行

わ れて いたの で、 ア メ リカ ン ・ボー ドへ の彼 の書 簡 にそ の状 況 を垣 間 見てみ よ う。

① ヴ ァーベ ッ クが1870年8月20日 付 のニ ュー ヨー クの神 学博 士J.M.フ ェ リス師宛 の

書簡 の 「沼 川(=横 井 太平)の 努 力で肥 後藩 主 の所 に行 く青 年 の 同 じよ うな 申 し出 を受

け ま した。 …… 肥後藩 は米 国 陸軍 の退役 中(大)尉 を招聰 した いが条件 として は夫 人同

伴 の既婚 者 を望 んで お ります。 うま くで きるな ら、 こ うした人物 をさが して頂 きた いの

で す。 しか しこれ はただ ちに こち らの意 向 を伝 え る程 度 で次便 にて、 沼川 とわ た しが、

確 定的 な詳 細 をお知 らせ い た します。俸 給 は2400ド ルか ら3000ド ルの 間で す。 しか し、

も し夫 人 同伴 の場 合 に は3600ド ル とな るわ けで 、12月 の終 りまで に、 当地 に着 くよ う要
わ

望 されて お ります。」 との記載 が あ る。

②1870年9月21日 付 の ニ ュー ヨー クのJ.M.フ ェ リス博 士 宛 の書 簡 の 「英語 と科学 の

教 師 、 もしで きるな らば退 役 軍 人で、 一 申 し上 げ る まで もな く一 良識 あ る既 婚 者で 、 こ

るまで もれ は肥 後藩 の英 学校 の ため、 契約 は3ヵ 年 で 月給250ド ル又 は300ド ル、 それ に
　 　

住 宅付(前 述 の如 く、今 先方 よ り要求 が あ りま した)。」 とあ り、

③1870年11月23日 付 のニ ュー ヨー クの神 学博 士J.M.フ ェ リス師宛 の書 簡 のL人 の
　ラ

教 師(も しで きるな らば退役 軍 人で既婚 者)肥 後藩 の ため(沼 川 よ りの依 頼)。」 とみ え、

④1871年3月22日 付 のニ ュー ヨー クの神 学博 士J.M.フ ェ リス宛の 書 簡 の 「わ た しの

以前 の学 生 の一 人で沼 川の友 人が一 ヵ月以上 前 に長 崎 か ら当地 に来 て、 お願 い して あっ

た 人 を迎 え、彼等 の国へ 案 内す るこ とに な りま した。藩 主 もまた、 ず っ と彼 の来 るの を

待 って い ます。彼 等 は彼 が一 日来 日す るのが お くれれ ば、 お くれ るだ け損 失 で あ る と感

じて い るよ うです 。 しか し、 わた しは あ なたの ご厚意 に よって、今 月の 手紙 で誰 が何 時
　　

きて くれ るのか 聞 けるだ ろ うと信 じて お ります。」 と、やや 苛 立 った ものが現 れ 、

⑤1871年5月20日 付 の神 学博 士J.M,フ ェ リス師宛 の書 簡 の 「肥後 の ため に要 求 され

た紳士 に関 しては、 わ た しはあ なた に一 昨年 の手 紙 で あなた の 申 し出 の 『最 初2400ド ル

また は3000ド ル』 と述 べ られ た俸給 に限定 す る必 要 が ない と書 いた と思 い ます が、 それ

を三年 間、年3600ド ル とす るこ とが で きま した。そ して わた しの権 限 で旅 費 も400ド ルの

代 りに実 費 としま した。 これは妻帯 者 が独 身者 よ りも一 そ う費用 がか か る こ とを考慮 し

ての こ とです。 もしこれ らの好条件 で も立 派 な適 任 者 を得 る こ とがで きない な らば 、次

の よ うな方 法 で好条 件 にす る こ とを保 証 して もよいの です。す な わ ち、第一 年 目は 月300

ドル 、第二 年 目は350ド ル、 そ して 第三年 目は400ド ル 、 これ は年 当 り3600ド ル、4200ド

ル、 及 び4800ド ルです。 これは わた しがや りおおせ る と考 え る最 上の 条件 で あ りますが 、

それ は絶対 に必 要 とされ る場 合 に限 ります。 当地 では 、やや 劣 って い る人 々で す が、 月

200ド ル で沢 山雇 うこ とがで きます。それ は事 実 で、特 に品性 の点 で、やや 劣 って い ます

が、 それ は英語 の 初歩 を短 期(六 ヵ月)契 約 で教 え るこ とに な るで し ょう。 しか し、今
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その一人を見つ けるの も容易ではありませんか ら、 それは断念 した方が よさそ うです。

あなたが首尾よ く人を雇 えるよう祈 っています。……追伸、 この国では三年間その立派

な人格 と能力を発揮 した人は、契約 を打 ち切 られることを心配す る必要はあ りません。
　コ

もしその人が更に長 く滞在す るこ とを希望するなら、その ようにで きます。」と、以前に

提示 した好条件 を上回る好条件の提示 をす るものさえ現れ、

⑥1871年7月20日 付のJ.M.フ ェ リス師宛の書簡の 「肥後行 きの人は どうなってい る

か とい う問題です。来任が遅れているので、先方の人々は非常に心配 しています。 もし

わた しにその人物の姓名、来 日の予定 などがわかっておれば、いろいろな事情がはっき

りするのですが、……現在 わた しがお願 いで きる権限は次の諸点だけです。す なわち外

人教 師を招聰す る場合の条件 として旅費は当方持 ち、三 ヵ年契約で住宅付で、家賃はな

しです。当地では男一人、 または妻帯者はそれ ぞれ一年間に1000ド ルか ら1500ド ルで生

活することがで きるで しょう。それで、2000ド ルの俸給があれば、年間500ド ルまたは800

ドルの貯金がで きるのです。本国で1000ド ルの収 入がある人は、結局1800ド ルそこらの

収入 となるで しょう。 ご面倒で も尋ね合 わせ て、わた しにお知 らせ下 さい。……肥後ヘ
ユ　ラ

の よい便 りを望 み ます。」と、 肥後へ の 赴任 がか な りの貯 蓄 を齎す とい う経 済的 利点 を強

調 す る嘆願 に も似 た依 頼 を行 うもの にい た り、

そ してつ い に⑦1871年8月22日 付 のJ.M.フ ェ リス師宛 の書 簡 で「明後 日キャプ テ ン・

ジ ェー ンズ を迎 える予 定 です。 わた しは彼 を当地 に引 き留め るこ とはで きませ ん。 しか

し彼 のため に、最 初提 案 して い た条件 よ り も、 は るか に よい条件 を肥 後 で得 る こ とが で
　ヨ　

きました。 きっと彼は満足 して くれるで しょう。」と、Capt.LeroyLansingJanesの 来

日の実現 を語 っている。① ～⑦の書簡がヴァーベ ックが開成学校教頭の地位 にあ り、学

校の整備 とともに教育行政の制度の確立に携 わっていた とはいえ、長崎滞在中の教 え子

や知 人が新政府で要路 を占め、その関係か ら公議所 とその後身で ある集議院の会議 に列

席 し、新政府の施策の確立のために、例 えば著名 な 「ブ リー フ ・スケ ッチ」や 「信教の

自由に関す る覚 え書 き」 を大隈重信 に提出するなど寸暇 を惜 しんで 日夜奮闘 していた時

期で もあった。 多忙 を極めるこの時期に横井太平の 「米国の非役士官」が熊本洋学校の

教師に適任であるとの強い要請 と新 日本建 設には不可欠 な援助者 ・指導者 ・教師 として

「当局者が信頼できる人物 を求めるならば宣教 師を招聰 すべ きであることは
、彼等 もよ く

承知 してお るのです。 そしてれわれの国にはわた したちを支持す る正直で尊敬すべ き人

物が国外 にもいることを彼等に証明 したい」 との熱情が彼をしてかほ どまでに一地方の

藩立学校の教師招聰 に奔走 させ たのである。

熊本洋学校の濫膓は1864(=元 治元)年 の御軍艦操練所(「 御軍艦所」とも称 した)を

設置 し、洋式 とくにオランダ式海軍の充実 を計 った ことに求められる。 その運営 に与っ
ユの

たのは、牛島五一郎 ・小野敬蔵 ・太田黒権作 らであった。 この御軍艦操練所は、軍事的
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目的が濃厚であった。熊本洋学校設立が問題化する 「廃藩置県」後の少参事(後 に権参

事)山 田武甫が牛島五一郎の弟であ り、御軍艦操練所の洋学教育の指針が熊本洋学校教

育に引 き継がれていった。

1868年(=慶 応4年 ない し明治元年)に 、「世の進運 に從って、洋學の必要 を感 じ、文

久年間 く1861～1863>よ り東京長崎等へ、洋學修業の為めに書生 を派出せ しめてあつた

が、青年の旅住居 は、弊害 も績々輩出して、其成績が絵 りよ くないとて、洋學所 を熊本

に設置 し諸庭の留學生を召喚す るのがよいとの議が起こった。 さて長崎留学生の引廻役

であった、岡田撮藏 という人を教師 とし、洗馬町の商店梓屋の家 を借受けて教場 を設け、
ユ　ラ

熊本洋學所 と称 し、生徒 を養成することとなった。」洋学所の設置には、時習官訓導等は

建 白書 を提出 した。それは次のような ものであった。

銃畷船器械等之術は、西洋其精微 を究め候得ば、今 日の時勢 に至 り、其術 を研究い

た し、其長を取、短 を補候者、不可訣之要務、一刻 も急に洋學御取起被爲在度儀は、

勿論之事 に奉存候。然共、於學校(時 習館)中 稽古致候儀、何程に御座候哉 、勿論彼

之教法御採用には無之、射御書敏同様一技藝 と申慮よ り、御究 とは奉存候へ共、聖賢

之道 を講候御所柄 に於て横文字 を披、多人敷洋音 に而護之候事 、學校之禮裁 を失ひ、

人氣立動揺 を招而己ならず、尤可恐塵は、器械度敦、彼か精巧に服候得者、 自然 と彼

を尊之心差起 り、教法 をも信用に至候は、必然之事に候、

且天下一統洋學次第に開け、兵制衣服風俗 も漸 々彼に微候へば、積 る庭洋教盛に行

れ、聖教 を害候様に相成、其勢之所不免、學校 中に茂時移 り人換 り、間には我守 る所

を棄 、洋學館中に被立置候上は、活眼の見識 と唱へ、洋教主張致候様 に相成候半 も難

計、其節 に至 り邪教根本に議起 り、聖教一時に梯地、邪教之學校 と相成可 申候者、不

待智者 して知 る所に而御座候、依 て館外可然庭に御取立被爲在候而、第一教法之禁嚴

重に被建 置候 旨、屹度被仰出置、入學校 より洋學技藝之末 と判然相分、人々本末輕重

を相辮へ所向定、疑惑動揺 に至候憂は無御座候、
ママ

縦令邪教天下に流行いたし候而 も、御國丈 ヶ屹不動、狂瀾砥権 と相成 申哉、萬々一

天下一統 流れ懸候而、御國 も倫青いたし候而 も、學校御取潰不被爲在内は、人々學校

は孔孟之道學候御間柄 に相心得、聖教衰頽に至、告朔餓羊同様に相成に而 も、百世之

後尚再興之爲に も相成可申奉存候、彼是思召後來之關係不少 と奉存候間、不差置申上

候事、
　　　

慶磨四戊辰四月」

この意見書の趣旨は、「洋學は今 日の時勢、彼の技術を研究す る上に必要であらう。さ

れ ど聖賢の道 を講究 し、心 陛を陶治する場所柄にて、蟹文字の書 を披 き、朕舌 を以て護

立つ るは、禮裁悪 しく、且從來邪教 を嚴禁 し、諸民には影踏 などを行はせ居たるに、今

洋學せ しめば、漸次洋教 に心酔 して、之を主唱 し、孔孟の道は、地 を沸 うに至 らんか も
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計 り知れず とて、時習館内にて教習せ しむる事 に反封 し、且つ他所にて教授するに して

も、只技術 を研究する為めの程度に止めて、彼の教法に浸潤 して、邪蘇 を信するに至 ら
ユの

さる様 に、嚴禁 して置 きた し」 とい うものであった。 この建議が、当局 を動か し、洋学

校は時習館の一科でな く、洗馬町に開設 されることになったのである。

時習館訓導の洋学校開設へのnegativeな 姿勢 を背 に開校 された洋学校 ではあったが、

長崎に洋学候業の為の留学中の野々口爲志 を呼還 して、誘導方に任命 して発足 した。教

師の岡田囁蔵、誘導方の野々口爲志の両名は、学生 を勧誘 して居たが規模 も甚 だ小 さ く、

彼 らに とって も満足のゆ くものではなか った といわれている。

細川紹邦の隠居、護久の熊本藩知事就任 に伴 って、藩政の改革がお こなわれ、藩政の

要路は 「実力派」によって占められることとなった。 この藩政の改革の中で教育事業に

対 しては次の様 な処置が取 られた。

達

一 學校
、再春館、及郷學校、洋學校は暫畳置、

一 両樹並犬追物は腰止

右之通被仰付候條左様相心得此段可達事
　 ラ

明治三年七月九日 藩磨

学生、教師等には次の辞令書が公布された。

時習館居寮生 八十八人

右時習館居寮御畳置に付都而被免

洋學侶方 二人

洋學所居寮生 二十八人

右洋學所御畳置に付都而被免

再春館居寮生 不分
　

右再春館居寮御聲置に付都而被免

洋學侶方の二人 とは勿論岡田 ・野々口の両氏である。岡田 ・野々口の両氏の勧誘が効

を奏 したのか洋学所には居寮生だけでも28名 の学生を抱 えていたのである。

この達で暫畳置 された、学校 ・再春館 ・洋学所は藩政の教育担当者の議論 を経て 「皇
　 ラ

漢學の再興は、藩士等の私設に任せ、洋學所は再開せねばならない」 との結論が出 され

同年11月 には

達

洋學所 入學之議 に付別紙 規則書 一通 差遣候條、入學之 面々右 之心得 を以、支配

方々々々へ可願出候、此段如毎可達事、
　ユラ

十一月十四 日 藩廉

方今洋學 日に開、此道に志す人 も、亦 日を追て相増 といへ とも、洋學眞意 を學 び得
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る人な きは、全 く洋學之道不明によれ り。去は此學 を起すには、斯道 を得 ると(の)、

學館 を設 さる事 を不得、故に今般於藩内、新 に洋學所 を設 け、教師 を萬里の外よ り招、

童蒙 をして主一に修行之道 を立て、所謂小學校の教 を施 し、根底を定め、各長所 にし

たかひ、萬科(課)之 學 に進る事 、最洋學 の大事 なれは、專 ら彼規律に頼 り、常住座

臥、不倦不擁之眞才 を生 し、集而大成の 日なか らんは、洋學 の眞實(意)を 失 う而己

ならす、幣害不可救に至 る事漿然た り、是新 に洋學所を設るの大綱 な り、依之藩 内之

士民秀才 を選み、先試に五十人の生徒 を集め、教養之道 を立て、三年 を一期 として入

學 を許 し、夜白勉励せ しめん との御主意に候得は、有志の面 々左の規律 を會得いた し、
　　ラ

入學願出候は ・可被差許候事

一 學業規律は教師來着商議の上
、確定可致候得共先仮に左の通

一 童蒙 をして洋學のみ教導致候へは、專 ら洋書課業のみに長 し、孝貞忠信 を忘れ、

漢籍 に疎 く相成によ り、漢籍の教導を立て、毎 日時限を分 ち教導すへ き事、但習書

勿論の事

一 入學諸生十五歳以下十歳 まて を限 り、其の才 を撰む爲め、左の科 目を立て、臨讃

の試 を遂け入學可差許事

一 四書二経 十歳よ り十一歳 まて

一 左傳史記 十二歳 より十三歳 まて

一 綱鑑通鑑 十四歳 よ り十五歳 まて

但生徒漢籍科 目、歳限等相立候儀、有志の情 を欠 くに似たれ とも、学科の設け十

年の 日月を経 るにあらされは、成業 を見る事不能、且十六歳以上は大人の部 にて、

彼の語音に移 ること難 く、是れ小學校の本意を失ひ却 って粁格 を生す るの訳なれは、

本行 を以て規定 とすへ き事

一 入寮生外出は 日曜 日毎に漢籍講釈 も可許事

但夜五 ツ時帰寮の事、若門限 を迦す ものは追寮可致事

一 入寮生は漢籍科 目によつて
、撰 て、英書之試み を経て可許事

一 規律 に背 き、追寮 を受候 ものは、再 ひ入學不相成事

一 外生通學 も洋學傳習科 目成否試みの上可許事

但傳習之席 を欠 き候 もの其科 を可省事

一 入寮生休業時限は、身体運動緊要 なれば、寮長の指揮に随ひ、其場 を撰 み、各身

体 を養ふへ き事

但休業時限は傳習科 目相立候上確定可致事

一 入寮生並役掛及外生之面々用談 に罷出候節は必応接の間にて可辮事

但傳習時間に応接 を禁す、 もつ とも寮 中へ は外 人の入込堅禁止の事

一 入寮生尊長急病の節は父兄父兄よ り寮長 に相届
、指揮 に随 ひ出寮の事
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一 入寮生病氣の節は治寮所の診察により、療治を可加事

洋學所入學手敷

漢學何々素讃済

父兄名付

何々當時讃方仕候 或ハ仕度 何之何某 何歳

右の通に付洋學所入學爲仕度奉願候

前件の稜々篤斗思惟を加へ、入學有志の面々は手数書の通筋々へ可願出事

一一 洋學所出入は一般艦札を以て可相改事

一 入寮生は暑寒二季休業前精粗の試可致、且新に入寮候此二季休業中試を経て可許

事

但人寮生帰省は、本行休業の外不相成候事
　ヨラ

右の外開業の時に至 り、確定可致、尤學則塾則等は入寮の節可示事

この洋学校設立の達文等から、構想されている洋学校 の性格が浮 き彫 りになって くる。

第一に 「此學 を起すには、斯道 を得 ると、學館 を設 ざる事 を不得」 と洋学専 門の教育

機関の設立を不可欠 としているこ とである。藩政改革に伴 う教育諸機関の暫時閉鎖(=

學校、再春館、及郷學校、洋學所 は暫畳置 とい う措置)が 「実学党」が藩政の要路を占

めて行われ、更に 「実学党」の人々の藩議で 「漢學の方は、多年の御奨励 に依 りて、今

や家中に普及 して居 るから、師範家 にも乏 しくない。藩力 を以て世話せず とも、私に其々

勉學す るこ とは出來 る。洋學の方は是 に反 し、藩の力 を以て奨励せねば、熊本 にて修業
　

す るこ とは不可能である。」 と、洋学教育 の指導者不足 を主たる理由 に 「皇漢學の再興
　らラ

は、藩士等の私設に任せ、洋學所は再開せねはならぬ」 との藩議 を作 り上げた上での方

向付 けであった。この背景には 「学校党」と 「実学党」の長年 に亙 る抗争があ り、「皇漢

学の学校の私設化」は 「実学党」による 「学校党」の追 い落 しの画策で もあった。

第二に 「新 に洋學所 を設け」 と洋学専 門教育機関 として独立性 をもつ学校 を構想 し、

更に従前の 「洋學所」 とは切 り離 された ものを設立 しようとしていることである。従来

の 「洋學所」が藩の學校(=時 習館)と 切 り離 された ものであったこ とをふ まえつつ、

敢 えて 「新に洋學所 を設け」 と強調す るのは従前の洋学所教育の限界 を打破 し、新機軸

を構築 しようとする姿勢の現 れであ り、従前の洋学所の運営に当たっていた岡田 ・野々

口の両名の指導の至 らない点に手 を染めようとす る現れで もあった。

第三に 「教師 を萬里の外 より招、童蒙 をして主一に修行之道 を立て、所謂小學校 の教

を施 し、根底 を定め」 としている点である。第二の点の 「新 に」の強調 と密接 に関連 し

ている。 この洋学所の教育の重点を先ず第一に洋学の基礎教育 を行 う事 と定めてお り、

「童蒙 をして主一に」と若年者教育 を主眼 とし
、その基礎教育 を 「外人教師」の手で進め

ようとしていることである。熊本での洋学教育の推進者であった野々口の長崎遊学の「晩
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學のこ と・て、進歩の遅 々たる」とい う感慨 を教訓に、「若年者に基礎 か ら外国人による

指導の下での教育」 とい う方針が採用 された ものである。

第四に 「各長所に したかひ、萬科之學 に進 る事 、最洋學の大事 なれは、專 ら彼規律に

頼 り」 と生徒各自の適性 に応 じてあらゆる科学 を勉学 させ ようとしてお り、生徒の適性

を外国流の方式で見極めようとしている点である。 この生徒の個性 の尊重の方針は、学

校(=時 習館)の 「教科用書 は、孝経、大學、中庸、論話、孟子及び五経等の素讃 を句

讃齋 に於て授け概ね左傳を掲讃 し得 るに及んて蒙養齋に移 し、梢や文義 を解するを撰ん

て講堂に轄昇せ しめ、爾後、文選 、國語、史記、漢書、綱鑑、通鑑等各欲す る所に随つ

て濁看せ しめ、小學 、近思録、四書、五経及び左傳等の會護 は訓導之 を掌 り各々書籍 を

定め講義 を生徒に賠聞せ しめ、又は一生 徒 をして講義せ しめ互 に講習討論 し、決 を訓導
　の

に取る等種々に方法 を設 く」 と素読、講義、会読 と種 々の教授方法は採用 されていた も

のの、その教材は 「孝経、大學 、中庸、論語、孟子及び五経」等の素読 に始 ま り、「小

學、近思惟、四書、五経及ひ左傳」等の會請に至るもの とされ、僅かに独習すべ き文選、

國語、史記、漢書、綱鑑、通鑑等の選択に自由が認め られるという、いわば「画一的な」

ものに比べ ると自由主義的な ものであった といえる。

五番 目に 「藩内之士民秀才 を選み」 と入学生 を武士に限定せ ず、広 く藩 内士民 として

いる点である。既に学校(=時 習館)も1752(=宝 歴2)年 の設立時に出された達文に

「知行取の子弟
、中小姓の嫡子凡士席以上は大小身の差別無 く、時習館及両へ可罷出候、

　 　

輕輩陪臣た りとも抜群の者内膳承届罷出候様 申附候 、農商 も同断」 と定め、その門戸 を

武士 に限定 しなかった とい う良風 を継承 した ものである。洋学の基礎教育機関ではある

もののその入学生の選抜に際 して 「秀才 を選み」 としているこ とは、学校 の入学者選抜

に軽輩 ・陪臣 ・農商に対 しては 「抜群の者」 としていた ことを踏襲 した ものであろうか。

俊才 に対す る洋学教育が藩の将来に通ずるとの意図が窺い知れる。 その入学生の選抜で

あるが、以下の方法 を採用 している。

一 入學諸生十五歳以下十歳 までを限 り、其の才 を撰む爲め、左の科 目を立て、臨

讃の試 を遂 け入學可差許事

一 四書二経 十歳 より十一歳まて

一 左傳 史記 十二歳よ り十三歳 まて

一 綱鑑通鑑 十四歳 より十五歳 まて

但生徒漢籍科 目、歳限等相立候儀、有志の情 を欠 くに似たれ とも、学科の設け

十年の 日月を経 るにあらされは、成業 を見る事不能、且十六歳以上 は大人の部に

て、彼の語音に移 ること難 く、是れ小學校の本意 を失ひ却 って粁格 を生す るの訳

なれは、本行 を以て規定 とすへ き事

年齢 に応 じてそれ にふ さわ しい漢籍 を定め、臨読によってその学力 を判定 したことで
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35)ジ ェ ー ン ズ は 科 学 的 知 識 を獲 得 す る た め の 前 提 と して 語 学 教 育 は 、 特 定 の(=熱 意 あ る)

学 生 に 対 す る 限 定 的 な もの で あ り、 現 地 で 使 用 され る 言 語 の 語 彙 の 拡 充 と構 造 的 変 化 が 不

可 欠 で あ る と指 摘 し た 上 で(Capt.L.L.Janes,Op.Citp.26)、 体 系 的 で 訓 練 的 な学 習 で

あ り、 自由 教 育 で あ らね ば な ら な い と し(Capt.L.L.Janes,OP.Citp.29)、 日本 人 に 困

難 な 音 の 発 声 に つ い て も母 音 台 形 や 口 腔 の 各 部 位 を 示 す 図 に よ っ て 行 い 、 そ の 上 でe-1、

e1、e-1、Ja、Ja、J-a、the、this、those、zis、zese、zoseと 類 似 音 の 区 別 を 念 頭 に お い

た 訓 練 を 自発 的 に 行 わ せ 、 英 語 の ア クセ ン ト と 日本 語 の ア ク セ ン ト と区 別 を と ら え て 、 ス

ト レ ス を あ た え る こ とを 可 能 に して い っ た 。 そ の 成 果 が 卒 業 生 の 内 十 数 名 が 後 に 渡 米 して

ア メ リ カ で 演 説 を した が 、 英 語 を 母 語 とす る 人 々 以 上 に 美 し い 英 語 を 操 っ た と述 べ て い る。

(Capt.L.L.Janes,OP.CitpP.39～40)
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を介 して英語文化圏か らの新技術 ・新知識の吸収 をす るために英語の 「読む ・書 く」の

能力の育成 にのみ重 きを置 く教育(=変 則教育)と が考察 されたが、その両方を彼は要

請 されていると認識 していたのであろ う。厳格 な英語教育に尽 きない ものを熊本で試み

ようとしたのである。
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らジェー ンズは既 に学則を成文化 し、それ を普遍性 をもつ もの ととらえてた と察せ られ

る。 この文書はその学則の核心部 を解説 したものであろう。 この建言書において彼 は、

どのような洋学教育 を構想 していたであろうか。

第一に第二項で 「學業進達 ノ年限、少 クモ先四 ヶ年 ヲ以テ卒業 ノ期 トスヘ シ」 とその

雇傭期間が三 ヶ年 と定め られていたにもかかわらず、洋学小学校の修業期間を四ヶ年 と

しているこ とである。 第六項で 「此後 ノ教師 ト錐 モ、我設ケシ學 則二基クヘ シ」 として

いることを彼の退任後 に着任する教師 をも拘束 しよ うとする規定 を見て も、小学校課程

を四年間必要だ とす る彼の考 えに自信 をもっていた と思われ るし、僅か三 ヶ月の教育の

中での手応 えをこの ような形で表明 しているものであろ う。

二番 目に授業時間であるが、午前・午後各2～3時 間 とし、それで不充分の場合は「六

時或五時 ヲ加 フヘシ」 とほぼ全 日に亘 る授業を考えていたようである。 そして この授業

時間以外に 「漢學」の授業が加 わったのであり、洋学のみで一一日6時 間以上の授業 を行

うことを必要 と見倣 していた。

第三 に生徒総数二百人 としているが、第五項で 「猶次年二至 リ、中學 ノ生徒総数計二

百人二及フ トキハ、又別ニー員 ノ補助 ヲ命 スヘ シ」 として生徒数二百人の第四年度 に至

って初めて一人の補助教員を置 くことを考 えているのであり、教育の全課程 を彼一人で

進めよ うとしていることである。 これ と関連 して第六項 に 「學業一般 ノ整立、否ヤ ヲ論

スル トキハ、教師二関係 スヘ シ」 として、進級 ・卒業の判定 を教師の教育上の権限 と見

倣 していることである。更に第八項に 「學業 ノ運 ビノ＼ 殊更嚴密二及ハ ズ、唯予力研究

スル処 ノ宜 キヲ謀テ行フヘ シ」定める とか第九項で 「學生 ノ内、學業 ヲ全 ク終へ難 キ者

モアルヘ シ、然ル トキハ、見込 ヲ以ツテ其要領ヲ与 フヘ シ」 とかに示 されるように教育

課程の編成やその運用上の権限 を確保 し、また生徒の能 力を掛酌 して見込みで要領 を教

えて成業に見倣 し得 る権限(=教 育的配慮)を 留保 しようとしていることである。一地

方の教育機関である とはいえ、教育上の一切の権限を掌握 していたのである。

第四番 目に、彼は二種類の教育 を必然の もの と捉 えていたことである。第一一項 に規

定す る 「苑二二種 ノ目的 ヲ設ケテ、之 ヲ得 ン事 ヲ欲 ス。第一ハ、生徒上級 ノ學科 ヲ得テ、

能 キ教導 トモナ リ、且外邦人使用 ノ為 メ、正 キ英語 ヲ以テ、和語二翻課 ヲ得サ スル ヲ要
マ マ

ス。第一ハ生徒 ヲシテ官府 ノ要務 ヲ達 シ能 フヘキカヲ得 ル迄、教師へ委任シ置キ、而 シ

テ、和語文文字(學)ニ モ通暁 シ、就 中、他 ノ學科ニモ注意 ヲ同シテ勉ムル事専要ナ リ」

がそれであるが、上級学校へ進学 し英語 を駆使 しうるための教育 と、官府の要務の遂行

のために必要な知識 ・技術の習得 の教育である。正 しい英語の能 力の育成に重点 を置 く

もの と英語 を学ぶ こと以上に外来の知識 ・技術を習得する とい う実用的 な要謂 に応える

ための ものである。英語教育(語 学教育)と い う側面 に限って論ず るならば、「聞 く・話

す ・読 む ・書 く」 とい う全面的 な英語力の育成を意図する教育(=正 則教育)と 、英語
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一 學業進達 ノ年限少 クモ先四 ヶ年 ヲ以テ卒業 ノ期 トスヘ シ。

一 傳習 ノ時刻ハ午前三時間午後三時(間)或 ハニ時間 ト定 メ其鹸時ヲ要 スル トキ

ハ尚六時或五時 ヲ加 フヘ シ。

但漢學 ノ時刻 ヲ除 ク。

一 中學校 ノ備 ヲ為 ス トキハ必生徒 ノ員数絡テニ百 人二及フヘ シ
。今現在 ノ生徒五

拾人 ヲ教育 シ來年 ノ後例年新二五拾 人宛 ノ幼生 ヲ入學セ シメ且當時ノ傳(習)生

其學業 ノ期限ヲ卒 ラバ是 ヲ昇級 シテ交代セ シメ毎年學業試験 ノ上新二入學 ヲ許ス

ヘ シ。

一 來年 ヨリ凡ソー ヶ年 ノ間中學傳習 ノ補習 ヲ要セス年末二至 リー貝ノ補助 ヲ設ケ

是 ヲ他 ノ學 級二施 スヘ シ猶次年二至 リ中學 ノ生徒絡計二百人二及フ トキハ又別ニ

ー員 ノ補助 ヲ命スヘ シ
。

一・ 學業一般 ノ整立否ヤ ヲ論 スル トキハ教師二関係 スヘ シ
。而 シテ此後學校 ノ進歩

ハ吾 ト此後 ノ教師 トー致 ノ然 ラシムル庭ナ リ。

但此後 ノ教師 ト錐モ我設ケ シ學則二基 クヘ シ。

一・ 此後別 二教師雇入アル トキハ吾其委任(責 任)ヲ 請ケ其人質ヲ能 ク察(糺)シ

教師タルヘ キ人物 ヲ選墾スルノ御免許 ヲ希望 ス。

但 日本學校 ノ盛衰興屡此一墾二基 クヲ實知セ リ且予 力愚考 ノ如 ク周旋 ヲ為ス

トキハ官府 ノ為 メ至極宜 カルヘ シ。

一・ 學業 ノ運 ヒバ殊更嚴密二及ハ ス唯予 力研究スル庭 ノ宜 キヲ謀テ行フヘ シ
。

一 學生 ノ内學業 ヲ全 ク終へ難 キ者モアルヘ シ然ル トキハ見込 ヲ以テ其要領 ヲ與フ

ヘ シ。或ハ官府 ノ命 ヲ以テ其攣革 ヲ施スモ計 リ難 シ併 シー旦開業 ノ運 ヒハ是非其

業 ヲ卒ル ヲ要 ス決 シテ中途 ニシテ攣スヘカラス。

一 規則 ノ要ハ寧嚴格二施ス ヨリモ學生 ヲシテ其規則二恭順 スル ノ心 ヲ起サ シムヘ

シ。仮令ハ規則第五 ヶ条二顕 ス如 ク學生ハ都 テ恭敬温順 ノ風習 ヲ得 ルヲ要 トス。

一 弦二二種 ノ目的 ヲ設ケテ之 ヲ得 ン事 ヲ欲 ス
。第一ハ生徒上級 ノ學科 ヲ得テ能 キ

教導 トモナ リ且外邦人使用 ノ為 メ正 キ英語 ヲ以テ和語二翻言睾ヲ得サスル ヲ要ス。
ママ

第一ハ生徒 ヲシテ官府 ノ要務 ヲ達 シ能フヘ キカヲ得ル迄教師ヱ委任シ置キ而 シテ

和語文文字(學)ニ モ通暁 シ就 中他 ノ學科ニモ注意 ヲ同シテ勉ムル事専要ナ リ。

一 此後學校盛大二趣 クト錐モ我給料等 ノ加増決 シテ願 フ庭二非ス唯學校 ノ基礎 ヲ

固シ漸次高大 ノ勢 力ヲ得恩報 ノー助 トモセン事 ヲ願ヘ リ。

一 我銑二厚待 ヲ蒙 リ今 日傳習ヲ為 シテ學生 ノ感得 ヲ見ルニ實二學校 ノ目的終 ニハ

　ラ

大學 ノ昇級 ヲ得ル ノ誉 ヲ成 シ屹度後 日官府 ノ有益 トセン。

この文書 の第一項但書 きの 「此規則 ヲ附与スヘ シ」 とか、第六項但書 きの 「此後 ノ教

師 と錐モ、我設ケシ學則二基 クヘ シ」 とか、第一〇項の 「規則第五 ヶ条二顕ス如 ク」か
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あ り、 また16歳 以上の者は 「彼の語音に移 ること難 く」 として入学を認めなかった。こ

の選抜方法は 「漢籍の読解力」を基本 と見倣す ものであ り、 また語音の学習を重視 して

いる点で注 目に値す る。漢籍の読解 力については、当時の教育が漢籍の教育 に尽 きるも

のであった とい うものの 「学習の転移」の面か ら考えれば極めて合理的なものであ り、

また語音の習得 も理に合 った もの といわねばならない。「外人教師に固執する」理由 もこ

うした点 にあったというべ きであろう。

六番 目に 「童蒙 をして洋學のみ教導致候へは、專 ら洋書課業のみに長 し、孝 貞忠信を

忘れ、漢籍に疎 く相成により、漢籍の教導を立て、毎 日時限を分 ち教導すへ き事、但習

書勿論の事」 と 「漢籍の教導 を立て、毎 日時限を分 ち教導すへ き事」 と 「孝貞忠信」の

教育のために漢籍の学習を義務づけている。「東洋道徳、西洋芸術」 という 「採長補短」

の精神での学習姿勢 を要求 していたのであった。

七番 目に優秀 な生徒 を居寮生に選抜 していることである。その選抜 は 「入寮生は漢籍

科 目によって、撰て、英書之試みを経て可許事」 と漢籍の読解力 と英書の読解力の試験

が用いられている。洋学校の教育 を居寮生 を中心に進めていこうとする意図の現れであ

り、秀才 を二六時中洋学の学習に専念させ ようとしたものである。

八番 目に規則の要綱は以上の通 りであるが、採用す る外人教師の教育指針 を重ん じる

姿勢が 「學業規律は教師來着商議の上、確定可致候得共先仮に左の通」 として、教師の

姿勢に待つ ところが残 されていることである。洋学校の基盤が定 まらない とはいえ、「商

議 の上」学業規律 を確定す るというところに採用 される教師の人格に全幅の信頼 を託 し

ていたのである。横井太平 とヴァーベ ックの斡旋によって教師を選任することになるが、

驚 くべ き大胆 さであった といえよう。

洋学所はこのように新たな形態で1870(=明 治3)年 閏10月 に実質的に再開 された。

だが、「學業規律は教師來着商議の上、確定可致候得共先仮 に左の通」とあるように、「西

洋教師の着任 までは、殆んど有名無実であった」 といわれいわれていた。後に洋学校生

徒 となった余田司馬人は、彼は1869(二 明治2)年3月 以来藩庁から通弁修業のため長

崎留学 を命 じられていたが、1870(明 治3)年10月 、「且又其地え被差越置候遊学生之儀
　 ラ

永滞留は不宜哉之趣にも相聞、其上不遠洋学校 も被建置候事二付考惣引彿」 との熊本藩

長崎詰役人の庄村省三への通牒に見られ るように、他の長崎留学生一同 とともに熊本に

呼 び帰され、洋学校入学を命 じられた。「人々同行にて長崎 を発足 し、途中 日見峠 にて、

は 白雪の咬々たる踏分 けて帰藩 した時は、熊本にては生徒募集 も終っていた。其数五十

名、是れが熊本に於ける入学試験の嗜矢であらう。其 内長崎 より帰った十名余のものは、

皆居寮を命ぜ られ、官費寄宿生 となった。学科 は英語教員は居 らず、只漢文科の教授の
　

み で あった」
ヨユヌ

この よ うな中でCapt.L.L.Janesは 熊本 洋学校 の教 師 と して着任 したの で ある。彼 の
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着任によってこの教育機関の性質が一変 した といわれている。 ここで彼の雇用に関わる

二通の文書(契 約書 と約定書)で 彼が どの ような立場 に置かれたかを見てみよう。

契約書

一 カピーテンチヱーンス氏ハ熊本在留 中ハ勤務游歩 ノ差別ナ ク道案 内且 ツ不虞 ノ攣

二備フル為 メ雨 人或ハ三人ノ士 ヲ可差添事。

但外行 ノ節ハ学校 中役方へ相届ケ可申且カピーテ ンチ ヱーンス氏部屋へ 出入 ノ者

ハ学校中役方 ヨリ案内致 シ候者 ノ外用捨 ノ事。

一 カピーテンチヱー ンス氏熊本着學則 ヲ立テ生徒精撰開業可致事。

但 シ傳習所作事中假二場所 ヲ設 クヘキ事。

一 條約満期三 ヶ年ニテ暇差遣 シ候 力又期延致 シ候等 ノ義ハ六 ヶ月前讐方 ヨリ申出可

及談判事。

一 洋学校生徒総括ハ熊本政府二属 スヘシ。

一 カピーテンチ ヱー ンス氏傳習一・日中五時間 ト定ムヘ シ而 シテ暑中休業一 ヶ月 ヨリ

少ナカラス寒中休業二週間 ヨリ少ナカラス(但 十二月二十五 日ヨ リ正月十四 日迄 ヲ

限 リ)毎 月休 日ハ 日曜 日 ト定 メ其他熊本縣大祭 日(六 月八月)各 一 日休暇 タルヘ シ

此鯨臨時 ノ故障ハ其時談 スヘ シ。

但 シ西洋キ リス トマ ス祝 日ハ休業。

一 學校生徒學則ハ カピー テンチ ヱー ンス氏二委任 ス ト錐モ習來 ノ風俗 ヲ攣化 シ且國

學 ヲ勧 ムル為傍ラ漢學 ノ教導 ヲ置候得ハ 日用塾則等ハ適宜商議二及ヒ決スヘ シ。

一 カピーテンチ ヱー ンス氏部屋付属 ノ庭園狭少ナレハ 日々ノ迫遙運動等家属一同學

校中 ノ庭 園游歩不苦事。

一 カピーテンチヱー ンス氏部屋付属 ノ家財器具在合 ノ品ハ飾 り附 ノ儘貸渡 スヘ シ。

尤モカピーテンチ ヱー ンス氏物好 ノ品二仕替等 ノ義ハ 自費 タルヘ シ且諸器財損傷致

候共仕纏 ノ談判二及 ヒ難 シ。

一・ 長崎取遣 ノ書翰或ハ品物運送 ノ義ハ學校役方 ヨリ調達可致候ヘ トモ其賃銭等ハ 自

己出金 ノ事。

但熊本縣官物 ト錐モ無賃銭 ノ物ナ キ故ナ リ。

一 カピーテンチヱー ンス氏熊本着三 日ノ後ハ 自炊 ノ事。

但熊本ハ未 タ食物等充分相整不 申候二付當惑 ノ件 々可有之是等ハ學校役方 ヨリ如

何程モ周旋可致事。

一・ カピー テンチ ヱーンス氏熊本滞在條約期間中商法スル ヲ禁 ス。

但東京大學 ノ或教師商法ヲ致 シ混雑 ヲ生セ リ然後此 ノ禁 ヲ出セ リ熊本縣 ノミ此 ノ

法 ヲ立ルニ非ス 右 ノ外讐方不辮利 ノ事件ハ時宜二磨シ商議二及フヘ キ也。

明治四年八月廿三 日
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野 々 口又三郎 兼 坂諄 次郎

竹崎 律次 郎 通 辮 玉 名純 一
32)

右 ノ面々列席談判相濟候事。

約定書(=「 熊本県権大参事有吉立愛 ト米利堅国カピテー ンゼー ンズ氏 ト約定右之

通)」

第一条

一 カピテー ン
、ゼーンズ氏三 ヶ年 間肥後熊本二在留セシメ、英学小学校 ノ教授 ヲ可

任事。

但教導之儀ハ、明治四年辛未八月下旬(西 歴1871年10月 初旬)熊 本着、学校長

官 ノ人口従 ヒ、聞業 ノ日ヨ リ、来ル明治七年甲戌八月下旬(西 歴1874年10月 下旬)

マデ三 ヶ年 日数、相満ルヲ以テ期 トスベ シ。

第二条

一 カピテーン
、ゼーンズ氏小学校教授勤務中、給料一一ヶ月四百 ドルラル宛、毎月末

可相渡、且本国 ヨリ呼取候旅費相渡 シ、年限畢テ帰国ノ旅費不相渡候事。

但兵事二任用スル トキハ給料変革スベ シ。

第三条
ママ

ー カピテー ン、ゼ ンズ氏 ノ為、西洋製造 ノ住宅 ヲ設ケ、可相渡、且食料家財召遣等

ノ儀ハ同人 自己可相弁事。

第四条

一 於熊本県庁混雑 ヲ生 シ
、或ハ国乱 トカ、檬ナキ事情ニテ、条約期限前二暇遣ス ト

キハ、期限迄 ノ給料相渡、若 シ、カピテー ン、ゼー ンズ氏子細有テ、是非暇ヲ願 フ

トキハ、其 日迄 ノ給料 ヲ相渡事。

第五条

一 カピテー ン、ゼーンズ氏教導気儘ニスルカ、或ハ勤ヲ怠ル トキハ、年限中 ト錐モ、

可暇遣事。

但給料 ノ儀ハ暇遣 シ候 日迄 ヲ可相渡。

第六条

一 カピテー ン、ゼーンズ氏条約期限中、若発病或ハ佐我等彼 自己ノ事故二依 リ勤務

難成 トキハ、其事故 ノ起 リヨリ六 ヶ月ヲ経テ暇遣 スベ シ。

第七条

一 カピテー ン
、ゼーンズ氏夏時一箇月、冬時半 ヶ月ノ休暇中、家属 ヲタツサへ、長

崎往復 ノ自由 ヲ得、毎 月日曜 日ハ休 日タルヘ シ。

但往復 ノ費用ハ 自費 タルヘ シ。

右約定書同文ニテ、三通相認、一通宛双方二留置、一通ハ外務省へ差 出可申事。
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明治四年辛未七月二十七 日 熊本県大参事

於東京 西暦一八七一年第九 月十一 日

米利堅国陸軍

カピテーンゼー ンズ

右カピテーンゼー ンズ氏記名一覧致候

於東京 一八七一年第九月
　 　

米利堅岡士

有吉立愛

契約書第二号 に 「カピーテン、チ ヱー ンス氏熊本着、学則ヲ立 テ、生徒精撰、開業可

致事。」 とあり、同第四条の 「洋学校生徒総括ハ、熊本政府二属 スベ シ。」お よび第六条

の 「学校生徒学則ハ、 カピー テン、チヱー ンス氏二委任 ス ト錐モ、習来 ノ風俗 ヲ変化 シ、

且国学 ヲ勧ムル為、傍 ラ漢学 ノ教導 ヲ置キ候得ハ、 日用塾則等ハ、適宜商議 二及 ビ決 ス

ベ シ。」 という留保条件は付 けられてはいるが、「学則の制定、生徒の精撰」 を委任 した

上での 「開業」すべ きことを規定 してお り、教学の基本部分 を雇傭教師へ委任 した とい

う 「大胆な」契約であるといえよう。 この契約書には1.雇 傭期間、2.雇 傭料、3.

雇傭者お よび被雇傭者の署名捺印、4.契 約調印の場所等が不備であ り、正規の 「契約

書」 とは言い難 いが、洋学所の運営責任者 とジェー ンズ氏 との学校運営に関わる 「申し

合わせ」 として取 り結ばれた ものである。

これに対 し、約定書は 「契約書」に見られる書類 としての不備 を解消 し、雇傭者 と被

雇傭者 との正規の もの といえる。約定書に示 されているジェー ンズの任務 は、1.英 学

小学校の教授 と2.必 要の際の兵事任用の二点であった。だが、次に示す二つの報告は

彼の担 当する職務の変更を示す ものである。その一 は 「癸酉(=明 治六年)二 月二十三

日進達」の白川県か ら政府に提出された雇入外国人の報告では 「英学……」 とされてい

るが、 もう一つの明治九年四月六 日付で熊本県よ り正院宛に出された 「傭 入外国 人明細

御届」では 「英語普通學教師」 となってお り、当初の三 ヶ年の契約が延長 され、明治九

年十月 まで と変 っている。雇傭期間の延長は さてお き、教師 としての位置づ けが 「英学

小学校教師」か ら 「英学教師」更に 「英語普通学教師」 と変化 している。 これはジェー

ンズの教育が熊本の地で着実 な成果 を収めた事 を示す ものである。

さて、学則の制定、生徒の精選 を委任 されたジェー ンズはどのような構想でその任に

当たろうとしたのであろうか。彼は着任約二 ヶ月後の後の十月二十一 日付で熊本県庁に

対 して建言をしている。

今弦二學校 ヲ建 テ後 日ノ運 ヲ謀ルニ先学律 ヲ設ケ其順序 ヲ定メ之 ヲ施行 スル事 第一

ノ急務ナ リ依之其趣意ヲ遂一解キ明シテ官府 ノ参考二備フ

ー 若シ我愚見 ノ趣意官府ニテ御採用アル トキハ其議定二随テ規律 ヲ立ツヘ シ
。

但何庭ニテモ同シ學校 ヲ設 クル事アル トキハ通常此規則ヲ附与スヘ シ。
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